
(57)【要約】

　本発明は、超音波プローブによりスキャンされる患者

の体の領域に位置する注目対象の圧縮率を計算する超音

波画像化システムに関する。本発明によるシステムは、

患者の領域を圧縮する圧縮手段(1)と、上記注目対象に

ついての、それぞれ圧縮前と圧縮中との第１の超音波検

査画像と第２の超音波検査画像とを取得する取得手段(3

)と、上記第１の超音波検査画像における前述の注目対

象の第１の高さと、上記第２の超音波検査画像における

前述の注目対象の第２の高さh2とを測定する測定手段(1

1)と、前述の第１及び第２の高さから圧縮率を得る計算

手段とを有する。上記圧縮率は、例えば、胸部における

脂肪小葉を特定するのに使用される。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 超 音 波 画 像 化 シ ス テ ム で あ っ て 、
－ 患 者 の 体 の 領 域 を 圧 縮 す る 圧 縮 手 段 と 、
－ 超 音 波 プ ロ ー ブ を 用 い て 、 前 記 患 者 の 体 の 前 記 領 域 に 位 置 す る 注 目 対 象 に つ い て の 、 圧
縮 前 の 第 １ の 超 音 波 診 断 画 像 と 、 圧 縮 中 の 第 ２ の 超 音 波 診 断 画 像 と を 取 得 す る 取 得 手 段 と
、
－ 前 記 第 １ の 超 音 波 診 断 画 像 に お け る 前 記 注 目 対 象 の 第 １ の 高 さ と 、 前 記 第 ２ の 超 音 波 診
断 画 像 に お け る 前 記 注 目 対 象 の 第 ２ の 高 さ と を 測 定 す る 測 定 手 段 と 、
－ 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 高 さ か ら 圧 縮 率 を 得 る 計 算 手 段 と を 有 す る シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 測 定 手 段 が 、 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ の ス キ ャ ン 方 向 に 基 づ く 方 向 を 向 く 少 な く と も １
つ の 断 面 線 上 で 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 超 音 波 診 断 画 像 に お け る 上 縁 点 と 下 縁 点 と を 検 出 す
る 検 出 副 手 段 を 有 し て お り 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 高 さ は 、 前 記 第 １ 及 び 前 記 第 ２ の 超 音 波
診 断 画 像 そ れ ぞ れ に お け る 前 記 上 縁 点 と 前 記 下 縁 点 と の 間 の 距 離 と し て 計 算 さ れ る 、 請 求
項 １ に 記 載 の 超 音 波 画 像 化 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 検 出 手 段 が 、 第 １ 及 び 第 ２ の 高 さ を 複 数 与 え る た め に 、 複 数 の 断 面 線 上 で 前 記 上 縁
点 と 前 記 下 縁 点 と を 検 出 す る よ う に さ れ て お り 、 前 記 測 定 手 段 は 、 前 記 測 定 さ れ た 複 数 の
第 １ 及 び 第 ２ の 高 さ か ら 、 第 １ の 平 均 高 さ 及 び 第 ２ の 平 均 高 さ を 計 算 す る 平 均 化 副 手 段 を
有 す る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 超 音 波 画 像 化 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 測 定 手 段 が 、 前 記 検 出 さ れ た 複 数 の 第 １ 及 び 第 ２ の 縁 点 に 対 し て 、 所 定 形 状 の 曲 線
輪 郭 を 適 合 さ せ る 適 合 手 段 を 有 す る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 超 音 波 画 像 化 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 測 定 手 段 が 、 前 記 第 １ の 超 音 波 診 断 画 像 に お け る 前 記 注 目 対 象 の 第 １ の 所 定 形 状 表
面 、 及 び 前 記 第 ２ の 超 音 波 診 断 画 像 に お け る 前 記 注 目 対 象 の 第 ２ の 所 定 形 状 表 面 を 分 け る
分 割 副 手 段 を 有 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 画 像 化 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 測 定 手 段 が 、 前 記 第 １ の 所 定 形 状 表 面 を 、 前 記 第 ２ の 所 定 形 状 表 面 に 関 連 付 け る 関
連 付 け 副 手 段 を 有 す る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 超 音 波 画 像 化 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 計 算 手 段 が 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 所 定 形 状 表 面 か ら 表 面 ベ ー ス の 圧 縮 率 を 計 算 す る
よ う に さ れ る 、 請 求 項 ４ 又 は ５ の い ず れ か に 記 載 の 超 音 波 画 像 化 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 圧 縮 が 、 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ を ピ ス ト ン と し て 用 い て 、 前 記 患 者 の 体 の 前 記 領 域 に
加 え ら れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 画 像 化 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ９ 】
　 注 目 対 象 の 圧 縮 率 を 測 定 す る 超 音 波 画 像 化 方 法 に お い て 、
－ 患 者 の 体 に 置 か れ る 超 音 波 プ ロ ー ブ を 用 い て 、 前 記 患 者 の 体 に 位 置 す る 注 目 対 象 の 第 １
の 超 音 波 診 断 画 像 を 取 得 す る ス テ ッ プ と 、
－ 前 記 注 目 対 象 を 圧 縮 す る ス テ ッ プ と 、
－ 前 記 注 目 対 象 の 圧 縮 の 間 に 第 ２ の 超 音 波 診 断 画 像 を 取 得 す る ス テ ッ プ と 、
－ 前 記 第 １ の 超 音 波 診 断 画 像 に お け る 前 記 注 目 対 象 の 第 １ の 高 さ と 、 前 記 第 ２ の 超 音 波 診
断 画 像 に お け る 前 記 注 目 対 象 の 第 ２ の 高 さ と を 測 定 す る ス テ ッ プ と 、
－ 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 高 さ か ら 、 前 記 注 目 対 象 の 圧 縮 率 を 得 る ス テ ッ プ と を 有 す る 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 プ ロ セ ッ サ に ロ ー ド さ れ る と き 、 該 プ ロ セ ッ サ に 請 求 項 ９ に 記 載 さ れ た 方 法 を 実 行 さ せ
る 命 令 の セ ッ ト を 有 す る コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
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【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 注 目 対 象 (object of interest)の 圧 縮 率 を 計 算 す る 超 音 波 画 像 化 シ ス テ ム に
関 す る 。 本 発 明 は 、 更 に 、 斯 か る シ ス テ ム の 使 用 法 に 関 す る 。 本 発 明 は 、 最 終 的 に 、 斯 か
る 方 法 を 実 現 す る コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 乳 癌 の 早 期 発 見 に は 、 一 般 に い く つ か の 方 法 が 使 用 さ れ る 。 歴 史 的 に 言 え ば 初 期 の 方 法
は 、 胸 の 構 造 に お け る 何 ら か の 変 化 を 発 見 す る た め に 患 者 自 身 に よ り 定 期 的 に 行 わ れ る 触
診 法 (一 般 に 自 己 胸 部 診 断 若 し く は SBEと し て 知 ら れ て い る )、 又 は 胸 部 に お け る 異 常 な 小
結 節 (nodule:し こ り )を 探 す 医 者 に よ る 触 診 法 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 近 年 で は 、 ア メ リ カ 合 衆 国 を 含 む い く つ か の 国 が 、 X線 マ ン モ グ ラ フ ィ を 用 い る シ ス テ
マ テ ィ ッ ク な 検 査 プ ロ グ ラ ム を 導 入 し た 。 X線 マ ン モ グ ラ フ ィ は 、 乳 房 組 織 が 密 で あ る 場
合 を 除 き 、 非 常 に 感 度 の 高 い 技 術 で あ り 、 5mm程 度 の 小 さ い 塊 、 つ ま り 非 常 に 初 期 段 階 の
癌 を 発 見 す る こ と が で き る 。 し か し な が ら 、 X線 マ ン モ グ ラ フ ィ は 、 脂 肪 小 葉 の よ う な 曖
昧 な 形 態 を 備 え る 正 常 な 組 織 で あ る 、 又 は シ ス ト 若 し く は 線 維 腺 腫 の よ う な 良 性 病 変 で あ
る 可 能 性 が あ る 多 数 の 間 違 っ た 警 告 を 検 出 す る 。 生 体 検 査 を 用 い る こ と な く そ う し た 間 違
っ た 警 告 を 拒 絶 す る た め 、 通 常 超 音 波 が マ ン モ グ ラ フ ィ の 補 佐 役 と し て 使 用 さ れ る 。 図 １
Ａ 、 図 １ Ｂ 及 び 図 １ Ｃ は そ れ ぞ れ 、 線 維 腺 腫 FA、 脂 肪 小 葉 FL及 び 癌 Cを 有 す る 超 音 波 検 査
画 像 の 例 を 示 す 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 イ ン タ ー ネ ッ ト サ イ ト http://www.aium.org/products/store/_productDetail.asp?id=0
2CTBUCD&cat=B&words=&pg=1に て 販 売 さ れ て い る CD-ROMに よ り 利 用 可 能 な 米 国 超 音 波 医 学
会 議 (AIUM)に よ る 講 座 に お い て 、 専 門 的 な 超 音 波 診 断 士 (sonographer)及 び 放 射 線 科 医 に
よ り 、 従 来 技 術 の 胸 部 超 音 波 検 査 法 が 実 演 さ れ る 。 そ う し た 実 演 の １ つ に お い て 、 脂 肪 小
葉 の よ う な 正 常 な 構 造 が 、 病 巣 で あ る と 誤 解 さ れ る 可 能 性 が あ る こ と を 超 音 波 診 断 士 が 説
明 す る 。 脂 肪 は 、 胸 部 に お い て 非 常 に あ り ふ れ た も の で あ る の で 、 脂 肪 小 葉 を 見 分 け る 高
速 か つ 確 実 な 方 法 を 持 つ こ と が 最 優 先 重 要 事 項 で あ る 。 超 音 波 診 断 士 は 、 触 診 に 適 用 さ れ
る 原 則 に 基 づ く 手 法 を 説 明 す る 。 そ れ は つ ま り 、 組 織 の 弾 力 特 性 に お け る 相 違 に 基 づ く 手
法 で あ る 。 実 際 の と こ ろ 、 脂 肪 小 葉 は 正 常 な か つ 変 形 し や す い 組 織 で で き て お り 、 従 っ て
、 線 維 腺 腫 、 ま し て や 癌 の よ う な 異 常 な 組 織 よ り 高 い 圧 縮 率 を 示 す 。 斯 か る 圧 縮 率 の 計 算
は 、 超 音 波 診 断 士 に よ り 手 動 で 行 わ れ る 。 実 際 に は 、 超 音 波 診 断 士 の 方 法 は :
－ 異 常 な 小 結 節 が 視 認 で き る 胸 部 の 第 １ の 超 音 波 検 査 画 像 を 取 得 す る ス テ ッ プ と 、
－ そ の 第 １ の 超 音 波 検 査 画 像 に お い て 、 異 常 な 小 結 節 の 上 縁 に 属 す る 上 縁 点 (superior ed
ge point)と 、 そ の 異 常 な 小 結 節 の 下 縁 に 属 す る 下 縁 点 (inferior edge point)と を 選 択 す
る ス テ ッ プ と 、
－ そ の 上 縁 点 と 下 縁 点 と の 間 の 距 離 と し て 、 そ の 異 常 な 小 結 節 の 第 １ の 高 さ を 計 算 す る ス
テ ッ プ と 、
－ そ の 異 常 な 小 結 節 を 含 む 領 域 に あ る 胸 部 に 圧 縮 を 加 え る ス テ ッ プ と 、
－ 圧 縮 の 間 、 胸 部 の 第 ２ の 超 音 波 検 査 画 像 を 取 得 す る ス テ ッ プ と 、
－ 上 述 し た の と 同 様 に し て 、 そ の 第 ２ の 超 音 波 検 査 画 像 に お け る 異 常 な 小 結 節 の 第 ２ の 高
さ を 測 定 す る ス テ ッ プ と 、
－ 第 １ の 高 さ と 第 ２ の 高 さ と の 間 の 比 と し て 圧 縮 率 を 計 算 す る ス テ ッ プ と を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 所 定 の 閾 値 、 通 常 は 30%よ り 大 き な 圧 縮 率 を 持 つ 異 常 な 小 結 節 は 、 脂 肪 小 葉 と 考 え ら れ
、 拒 絶 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
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　 圧 縮 率 の 斯 か る 手 動 計 算 の 欠 点 は 、 超 音 波 診 断 士 に と っ て つ ま ら な い も の で あ り 、 か つ
時 間 が か か る 点 に あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 超 音 波 画 像 化 技 術 を 用 い て 、 注 目 対 象 の 圧 縮 率 を 自 動 的 に 計 算 す る 、
一 層 効 率 的 な ソ リ ュ ー シ ョ ン を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 目 的 は 、
－ 患 者 の 体 の 領 域 を 圧 縮 す る 圧 縮 手 段 と 、
－ 超 音 波 プ ロ ー ブ を 用 い て 、 上 記 患 者 の 体 に お け る 前 述 の 領 域 に 位 置 す る 注 目 対 象 に つ い
て の 、 圧 縮 前 の 第 １ の 超 音 波 検 査 画 像 と 、 圧 縮 の 間 の 第 ２ の 超 音 波 検 査 画 像 と を 取 得 す る
取 得 手 段 と 、
－ 上 記 第 １ の 超 音 波 検 査 画 像 に お け る 前 述 の 注 目 対 象 の 第 １ の 高 さ と 、 上 記 第 ２ の 超 音 波
検 査 画 像 に お け る 前 述 の 注 目 対 象 の 第 ２ の 高 さ と を 測 定 す る 測 定 手 段 と 、
－ 前 述 の 第 １ 及 び 第 ２ の 高 さ か ら 圧 縮 率 を 得 る 計 算 手 段 と を 有 す る 超 音 波 画 像 化 シ ス テ ム
に よ り 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 ユ ー ザ は 、 第 １ の 超 音 波 検 査 画 像 に お け る 上 縁 点 及 び 下 縁 点 の 第 １ の
組 を 手 動 で 選 択 す る 必 要 、 第 １ の 高 さ を 得 る た め に こ う し た 縁 点 (edge point)間 の 距 離 を
測 定 す る 必 要 、 第 ２ の 高 さ を 得 る た め に 第 ２ の 超 音 波 検 査 画 像 に お け る 処 理 を 繰 り 返 す 必
要 、 及 び 第 １ 及 び 第 ２ の 高 さ か ら 圧 縮 率 を 計 算 す る 必 要 が な く な る 。 ユ ー ザ は 、 患 者 の 体
で の 注 目 領 域 へ 圧 縮 を 加 え (apply)、 及 び 、 い つ 第 １ 及 び 第 ２ の 超 音 波 検 査 画 像 の 取 得 が
行 わ れ な け れ ば な ら な い か を 、 例 え ば ボ タ ン を 押 す こ と に よ り 示 し さ え す れ ば よ い 。 本 発
明 に よ る 超 音 波 画 像 化 シ ス テ ム に よ り 、 第 １ 及 び 第 ２ の 超 音 波 検 査 画 像 か ら 、 圧 縮 率 が 直
ち に 計 算 さ れ て 表 示 さ れ る 。 そ こ で 、 超 音 波 診 断 士 の 関 与 は 、 非 常 に 減 ら さ れ 、 処 置 が 高
速 化 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 更 に 、 画 像 処 理 技 術 に 基 づ き 第 １ 及 び 第 ２ の 高 さ を 計 測 す る 手 続 は 客 観 的 で あ り 、 第 １
及 び 第 ２ の 超 音 波 検 査 画 像 の い ず れ の 組 に 対 し て も 同 じ 態 様 で 行 わ れ る 。 一 方 従 来 技 術 に
お い て は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 高 さ の 手 動 で の 選 択 は 、 超 音 波 診 断 士 の 解 釈 に 依 存 し 主 観 的 で
あ る 。 そ こ で 、 本 発 明 に よ れ ば 、 高 さ の 測 定 が よ り 再 現 可 能 (reproducible)と さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に お い て 、 局 所 的 な 手 法 が 提 案 さ れ る 。 本 発 明 に よ る 測 定 手 段
は 、 超 音 波 ビ ー ム の 方 向 に 基 づ き 、 断 面 (profile)に お け る 上 縁 点 と 下 縁 点 と を 検 出 す る
検 出 副 手 段 (sub-means)を 有 す る 。 高 さ は 、 そ の 上 縁 点 と 下 縁 点 と の 間 の ユ ー ク リ ッ ド 距
離 と し て 測 定 さ れ る 。 斯 か る 手 続 は 、 第 ２ の 超 音 波 診 断 画 像 に お い て も 繰 り 返 さ れ る 。 斯
か る 局 所 的 な 手 法 は 、 従 来 技 術 に お い て 説 明 さ れ る 手 動 手 続 を 自 動 的 な 態 様 で 模 倣 し 、 画
像 処 理 技 術 を 含 む 。 本 発 明 の こ の 第 １ の 実 施 形 態 の 利 点 は 、 シ ン プ ル で あ る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 の 第 １ の 変 形 例 に お い て は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 超 音 波 診 断 画 像 に
お い て 複 数 の 断 面 が 考 慮 さ れ 、 従 っ て 、 両 方 の 超 音 波 診 断 画 像 に お い て 複 数 の 高 さ が 測 定
さ れ る 。 本 発 明 に よ る シ ス テ ム は 、 更 に 、 前 述 の 測 定 さ れ た 複 数 の 高 さ を 平 均 化 す る 手 段
を 有 す る 。 利 点 は 、 高 さ に 関 し て よ り 堅 牢 な 測 定 を 得 る 点 に あ り 、 従 っ て 、 注 目 対 象 の 圧
縮 率 に 関 し て よ り 正 確 な 計 算 を 得 る 点 に あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 の 第 ２ の 変 形 例 に お い て は 、 本 発 明 に よ る シ ス テ ム が 、 前 述 の
複 数 の 縁 点 に 対 し て 表 面 曲 線 を 適 合 さ せ る 適 合 手 段 を 有 す る 。 表 面 曲 線 モ デ ル は 、 有 利 に
は 、 注 目 対 象 に 関 す る 演 繹 的 知 識 に 依 存 す る 。 脂 肪 小 葉 に 関 し て は 、 例 え ば 、 楕 円 の モ デ
ル が 使 用 さ れ る 。 こ の 第 ２ の 変 形 例 の 第 １ の 利 点 は 、 検 出 さ れ た 異 常 な 縁 点 が 拒 絶 さ れ る
事 が で き る 点 で あ る 。 第 ２ の 利 点 は 、 変 形 の 描 写 (description)を よ り 正 確 な も の と す る
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た め に 、 注 目 対 象 に 関 し て 、 追 加 的 な 地 理 的 測 定 、 例 え ば 、 表 面 測 定 が 行 わ れ る 事 が で き
る 点 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に お い て は 、 領 域 ベ ー ス の 手 法 が 提 案 さ れ る 。 本 発 明 に よ る 測
定 手 段 は 、 超 音 波 検 査 画 像 に お い て 所 定 の 形 状 を 持 つ 注 目 対 象 を 分 割 (segment)す る 分 割
手 段 を 有 す る 。 脂 肪 小 葉 に 対 し て 、 所 定 の 形 状 は 例 え ば 楕 円 で あ る 。 本 発 明 の 第 ２ の 実 施
形 態 の 利 点 は 、 注 目 対 象 が 複 数 存 在 す る と き 、 第 １ 及 び 第 ２ の 超 音 波 診 断 画 像 の そ れ ぞ れ
に お い て 注 目 対 象 に 対 応 す る 第 １ の 形 状 及 び 第 ２ の 形 状 の マ ッ チ ン グ を 容 易 に す る 点 で あ
る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の こ れ ら 及 び 他 の 側 面 は 、 本 書 に お い て 述 べ ら れ る 実 施 形 態 か ら 明 ら か と な り 、
及 び 実 施 形 態 を 参 照 し て 説 明 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 が 、 以 下 、 対 応 す る 図 面 を 参 照 し て 、 例 を 介 し て 一 層 詳 細 に 説 明 さ れ る こ と に な
る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 は 、 注 目 対 象 の 圧 縮 率 を 測 定 す る 超 音 波 画 像 化 シ ス テ ム に 関 す る 。 斯 か る シ ス テ
ム は 、 特 に 、 医 療 画 像 処 理 に 適 応 し 、 特 に 、 胸 部 の 超 音 波 診 断 画 像 で の 乳 癌 の 診 断 に 適 応
す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ２ は 、 本 発 明 に よ る 超 音 波 画 像 化 シ ス テ ム の 概 観 を 与 え る 。 超 音 波 プ ロ ー ブ １ は 、 患
者 の 体 内 に 超 音 波 エ ネ ル ギ ー の 波 を 送 信 し 、 体 内 の 構 造 か ら 戻 っ て く る 超 音 波 エ コ ー を 受
信 す る マ ル チ エ レ メ ン ト ・ ト ラ ン ス デ ュ ー サ ア レ イ ２ を 含 む 。 体 内 の 構 造 と は 、 例 え ば 、
胸 部 に お け る 注 目 対 象 で あ る 。 超 音 波 プ ロ ー ブ １ は 、 超 音 波 ビ ー ム を 形 成 及 び 操 縦 す る た
め 、 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ア レ イ ２ の 個 別 の エ レ メ ン ト を 互 い 違 い に パ ル ス 化 し 、 並 び に 各 パ
ル ス 送 信 に 続 い て ト ラ ン ス デ ュ ー サ ・ エ レ メ ン ト に よ り 受 信 さ れ る エ コ ー 信 号 を 受 信 し 、
増 幅 し 、 及 び デ ジ タ ル 化 す る 送 信 機 ／ 受 信 機 ４ を 有 す る 取 得 手 段 ３ に 接 続 さ れ る 。 送 信 機
／ 受 信 機 ４ は 、 送 信 機 ／ 受 信 機 ４ が ト ラ ン ス デ ュ ー サ ア レ イ ２ の エ レ メ ン ト を 起 動 す る 時
間 を 制 御 す る ビ ー ム 形 成 器 ５ に 結 合 さ れ る 。 ビ ー ム 形 成 器 ５ は ま た 、 エ コ ー 受 信 の 間 送 信
機 ／ 受 信 機 ４ に よ り 生 成 さ れ る デ ジ タ ル 化 さ れ た エ コ ー 信 号 を 受 信 し 、 コ ヒ ー レ ン ト な エ
コ ー 信 号 を 形 成 す べ く そ れ ら を 近 似 的 に 遅 延 さ せ 、 合 計 す る 。 ビ ー ム 形 成 器 ５ は 、 患 者 に
お い て ス キ ャ ン さ れ る 領 域 で の 組 織 の 超 音 波 診 断 画 像 I 1 の 構 造 (formation)に 対 し て 、 エ
コ ー 信 号 の 大 き さ (amplitude)情 報 を 空 間 的 に 処 理 す る 画 像 プ ロ セ ッ サ ６ に 接 続 さ れ る 。
超 音 波 診 断 画 像 の 強 度 値 が 、 強 度 値 を 所 望 の 画 像 形 式 で 空 間 的 に 配 置 す る 、 ス キ ャ ン コ ン
バ ー タ 及 び 表 示 プ ロ セ ッ サ ７ に 適 用 さ れ る 。 超 音 波 診 断 画 像 I 1 は 、 画 像 シ ー ケ ン ス メ モ リ
７ に 格 納 さ れ 、 表 示 ス ク リ ー ン ８ に 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 に よ る シ ス テ ム は 、 更 に 、 ち ょ う ど ス キ ャ ン さ れ た 領 域 で 、 患 者 の 体 に 圧 縮 を 加
え る 手 段 を 有 す る 。 本 出 願 に お い て は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ １ が 、 胸 部 に プ レ ス (pression)を
加 え る の に 使 用 さ れ 、 従 っ て 、 そ の プ レ ス は 、 超 音 波 ビ ー ム の ス キ ャ ン 方 向 に 加 え ら れ る
。 し か し な が ら 、 機 械 的 な デ バ イ ス が 同 様 に 使 用 さ れ る こ と も で き る 点 に 留 意 す べ き で あ
る 。 こ の 後 者 の 場 合 、 圧 縮 の 方 向 は 、 超 音 波 ビ ー ム の 方 向 と は 異 な っ て い て よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 に よ る シ ス テ ム は 、 更 に 、 ユ ー ザ が シ ス テ ム と 相 互 作 用 す る こ と を 可 能 に す る ユ
ー ザ 相 互 作 用 手 段 １ ０ を 有 す る 。 特 に 、 ユ ー ザ は 、 取 得 手 段 ３ を 起 動 し て 新 た な 超 音 波 診
断 画 像 を 得 る た め に ボ タ ン を ク リ ッ ク す る こ と が で き る 。 本 出 願 に お い て は 、 ユ ー ザ は 、
患 者 の 体 の 同 じ 領 域 で の 圧 縮 の 間 に 第 ２ の 超 音 波 診 断 画 像 I 2 の 取 得 を 命 令 し な け れ ば な ら
な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
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　 本 発 明 に よ る シ ス テ ム は 、 更 に 、 超 音 波 診 断 画 像 に お い て 注 目 対 象 の 高 さ を 測 定 す る 測
定 手 段 １ １ を 有 す る 。 胸 部 に お け る 同 じ 領 域 で の 、 圧 縮 前 の 第 １ の 超 音 波 診 断 画 像 I 1 と 、
圧 縮 後 の 第 ２ の 超 音 波 診 断 画 像 I２ と が 取 得 さ れ る と 、 測 定 手 段 １ １ は 、 第 １ 及 び 第 ２ の
超 音 波 診 断 画 像 (I 1 、 I 2 )の そ れ ぞ れ に お け る 注 目 対 象 の 第 １ の 高 さ h 1 と 、 第 ２ の 高 さ h 2 と
を 測 定 す る こ と が で き る 。 前 述 の 第 １ の 高 さ h 1 と 第 ２ の 高 さ h 2 と は 、 注 目 対 象 の 圧 縮 率 を
計 算 す る 計 算 手 段 １ ２ に よ り 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ３ Ａ は 、 胸 部 皮 膚 ２ ０ の 領 域 と 接 触 し て 配 置 さ れ る 超 音 波 プ ロ ー ブ １ の 概 略 図 で あ る
。 こ の 位 置 に お い て 、 超 音 波 プ ロ ー ブ １ に よ り 生 成 さ れ る 超 音 波 ビ ー ム は 、 少 な く と も 注
目 対 象 ２ ２ を 有 す る ス キ ャ ニ ン グ 領 域 ２ １ を ス キ ャ ン す る 。 そ の 注 目 対 象 は 、 例 え ば 小 結
節 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ３ Ｂ は 、 胸 部 の 同 じ 領 域 の 圧 縮 の 間 に お け る 超 音 波 プ ロ ー ブ １ を 示 す 概 略 図 で あ る 。
既 に 上 述 し た よ う に 、 圧 縮 は 有 利 に は 、 注 目 す る 胸 部 領 域 に 超 音 波 プ ロ ー ブ １ を 介 し て 加
え ら れ る 。 従 っ て 、 こ の 場 合 、 圧 縮 の 方 向 は 、 超 音 波 ビ ー ム の 方 向 に 対 応 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ３ Ａ か ら 図 ３ Ｄ ま で に 示 さ れ る 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に お い て 、 測 定 手 段 １ １ は 、
第 １ の 超 音 波 診 断 画 像 I 1 に お け る 縁 点 の 第 １ の 組 (E 1 1 、 E 1 2 )と 、 第 ２ の 超 音 波 診 断 画 像 I 2
に お け る 縁 点 の 第 ２ の 組 (E 2 1 、 E 2 2 )と を 検 出 す る 検 出 副 手 段 を 有 す る 。 第 １ の 縁 点 (E 1 1 、
E 2 1 )は 、 送 信 さ れ た 超 音 波 ビ ー ム に よ り 第 １ の 時 間 で 到 達 さ れ る 縁 点 に 対 応 し 、 第 ２ の 縁
点 (E 1 2 、 E 2 2 )は 、 そ の 超 音 波 ビ ー ム に よ り 第 ２ の 時 間 で 到 達 さ れ る 縁 点 に 対 応 す る こ と に
留 意 さ れ た い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 圧 縮 の 効 果 の 下 で 、 注 目 対 象 ２ ２ は 、 多 か れ 少 な か れ 変 形 さ れ る 。 変 形 の 程 度 は 、 主 に
、 注 目 対 象 ２ ２ に 関 す る 、 圧 縮 の 強 度 と 構 造 の 強 度 と に 依 存 す る 。 図 ３ Ｂ に 示 さ れ る よ う
に 、 第 ２ の 高 さ h 2 は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ １ の 基 準 (O、 x、 y)に 対 し て 例 え ば 断 面 P 1 の 位 置 に
対 応 す る 断 面 P 1 ’ に 沿 っ て 、 第 ２ の 超 音 波 診 断 画 像 I 2 で の 圧 縮 の 間 に 測 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ３ Ｃ 及 び 図 ３ Ｄ は 、 断 面 P 1 及 び P 1 ’ そ れ ぞ れ に 対 応 す る 強 度 曲 線 IC 1 及 び IC 1 ’ を 示 す
。 有 利 に は 、 測 定 手 段 １ １ は 、 更 に 、 縁 点 (E 1 1 、 E 1 2 、 E 2 1 、 E 2 2 )の 検 出 前 に 強 度 曲 線 IC1
、 IC1’ を 平 滑 化 す る (smoothing)平 滑 化 副 手 段 を 有 す る 。 平 滑 化 副 手 段 は 例 え ば 、 ガ ウ シ
ア ン カ ー ネ ル を 用 い る ロ ウ パ ス フ ィ ル タ を 含 む 。 平 滑 化 さ れ た 強 度 曲 線 SIC 1 、 SIC 1 ’ が 得
ら れ る 。 利 点 は 、 こ れ ら の 平 滑 化 さ れ た 強 度 曲 線 の ノ イ ズ が 少 な い こ と で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 検 出 副 手 段 は 例 え ば 、 グ ラ ジ エ ン ト を 最 大 化 す る 技 術 を 含 み 、 そ れ は 当 業 者 に お い て よ
く 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 変 形 例 と し て 、 検 出 副 手 段 に よ り 与 え ら れ る 局 所 的 な 縁 点 検 出 は 、 有 利 に は 、 強 度 曲 線
IC1、 IC1’ に 所 定 の 形 状 、 例 え ば 負 の ガ ウ シ ア ン カ ー ネ ル を 適 合 さ せ る こ と に よ り 置 き 換
え ら れ る こ と が で き る 。 斯 か る 適 合 は 、 ガ ウ シ ア ン カ ー ネ ル の 特 性 で あ る 、 平 均 と 標 準 偏
差 と を 調 整 す る こ と に よ り 達 成 さ れ る 。 断 面 の 大 き さ が 正 規 化 さ れ る と 、 最 も 好 適 に 適 合
し た ガ ウ シ ア ン カ ー ネ ル の 位 置 が 、 注 目 対 象 の 位 置 を 示 し 、 そ の 縁 点 は 、 そ れ か ら 簡 単 に
得 ら れ る 。 斯 か る 変 形 例 の 利 点 は 、 局 所 的 な 面 が 少 な い こ と で あ る 。 特 に 、 こ の ソ リ ュ ー
シ ョ ン は 、 注 目 対 象 の 強 度 曲 線 が 最 初 に ダ ウ ン ス テ ッ プ を 有 し 、 そ の 後 に ア ッ プ ス テ ッ プ
が 続 く と い う 事 実 を 考 慮 に 入 れ る 。 同 じ 強 度 曲 線 に お い て 現 れ が ち な 複 数 の 注 目 対 象 を 有
す る 超 音 波 診 断 画 像 に 対 し て 、 検 出 が 一 層 堅 牢 に な さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 断 面 P 1 、 P 1 ’ に 関 し 、 高 さ (h 1 、 h 2 )は 下 縁 点 E 1 2 、 E 2 2 の 位 置 (y 1 2 、 y 2 2 )を 、 上 縁 点 E 1 1
、 E 2 1 の 位 置 (y 1 1 、 y 2 1 )を か ら 引 く こ と に よ り 計 算 さ れ 、 そ れ は 次 の よ う な も の で あ る :
  h 1  = (y 1 2  - y 1 1 )
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  h 2  = (y 2 2  - y 2 1 )
で あ る 。 こ こ で 、 超 音 波 プ ロ ー ブ の 基 準 (O、 X、 Y)に 対 し て 、 y 1 1 、 y 1 2 、 y 2 1 、 y 2 2 は 、 縁
点 E 1 1 、 E 1 2 、 E 2 1 及 び E 2 2 の y座 標 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 計 算 手 段 １ ２ は 、 測 定 さ れ た 第 １ 及 び 第 ２ の 高 さ h 1 、 h 2 か ら 圧 縮 率 CRを 以 下 の 様 に し て
計 算 す る よ う 意 図 さ れ る ：
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ １ 】
　 圧 縮 率 CRは 、 例 え ば 、 割 合 で 表 さ れ 、 第 １ 及 び ／ 又 は 第 ２ の 超 音 波 診 断 画 像 I 1 、 I 2 と 共
に 表 示 さ れ る 。 既 に 上 述 し た よ う に 、 斯 か る 圧 縮 率 CRは 、 有 利 に は 、 演 繹 的 知 識 に 関 連 す
る 正 常 な 数 字 と 比 較 さ れ 、 注 目 対 象 を 特 定 す る の に 使 用 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 胸 部 の 超 音 波 診 断 画 像 の 特 定 の 場 合 に お い て は 、 脂 肪 小 葉 及 び 線 維 腺 腫 と い っ た 、 胸 部
の 超 音 波 診 断 画 像 に お い て 非 常 に 類 似 す る 外 観 を 持 つ 場 合 が あ る 他 の 種 類 の 注 目 対 象 と 乳
癌 と を 区 別 す る こ と が 目 的 で あ る 。 圧 縮 率 の 情 報 (knowledge)は 、 脂 肪 小 葉 を 高 い レ ベ ル
の 信 頼 性 で 拒 絶 す る こ と を 可 能 に す る 。 実 際 の と こ ろ 、 脂 肪 小 葉 は 、 脂 肪 組 織 か ら で き て
お り 、 正 常 な か つ 変 形 す る 組 織 で あ る 。 逆 に 、 癌 は 、 固 体 塊 と も 呼 ば れ る 硬 組 織 か ら な る
病 巣 で あ り 、 容 易 に 変 形 さ れ る こ と は で き な い 。 結 果 的 に 、 閾 値 30%以 上 の 圧 縮 率 を 持 つ
小 結 節 は 脂 肪 小 葉 で あ り 、 拒 絶 さ れ る べ き で あ る こ と が 経 験 的 に 確 立 さ れ て き た 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 の 変 形 例 に お い て 、 測 定 手 段 １ １ は 、 １ つ の 断 面 の 代 わ り に 複
数 の 断 面 に お い て 第 １ 及 び 第 ２ の 高 さ を 測 定 す る よ う 意 図 さ れ る 。 図 ４ Ａ か ら 図 ４ Ｄ を 参
照 す れ ば 、 第 １ 及 び 第 ２ の 超 音 波 診 断 画 像 I 1 及 び I 2 そ れ ぞ れ に お い て 、 ３ つ の 断 面 P1、 P2
、 P3及 び ３ つ の 断 面 P1’ 、 P2’ 、 P3’ が 考 慮 さ れ る 。 高 さ h 1 1 、 h 2 1 、 h 3 1 、 h 1 2 、 h 2 2 、 及
び h 3 2 の 測 定 が 各 断 面 P1、 P2、 P3及 び P1’ 、 P2’ 、 P3’ に 対 し て 測 定 手 段 １ １ に よ り 繰 り
返 さ れ る 。 測 定 手 段 １ １ は 、 更 に 、 注 目 対 象 に 関 し て 、 第 １ の 超 音 波 診 断 画 像 I 1 に お い て
測 定 さ れ る 第 １ の 高 さ h 1 1 、 h 2 1 、 h 3 1 と 、 第 ２ の 超 音 波 診 断 画 像 I 2 に お い て 測 定 さ れ る 第
２ の 高 さ h 1 2 、 h 2 2 、 h 3 2 と を 平 均 化 す る 平 均 化 副 手 段 を 有 す る 。 平 均 高 さ h 1 a 及 び h 2 a が 得
ら れ 、 そ れ は 圧 縮 率 CRの 計 算 に 更 に 貢 献 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 変 形 例 の 第 １ の 利 点 は 、 変 形 に つ い て の 局 所 的 な 変 動 に 対 し て 一 層 堅 牢 で あ る 点 で あ
る 。 図 ４ Ｂ に 示 さ れ る よ う に 、 患 者 の 体 に 圧 縮 が 加 え ら れ る と き 、 注 目 対 象 は 、 局 所 的 に
異 な る 変 形 を す る 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 本 変 形 例 の 第 ２ の 利 点 は 、 注 目 対 象 が 圧 縮 の 効 果 の 下 に お い て 持 つ こ と が あ る 横 方 向 の
変 位 に 対 処 す る 点 に あ る 。 従 っ て 、 圧 縮 前 の 断 面 P 1 ’ は 、 圧 縮 中 の 断 面 P 1 と 同 じ 位 置 に あ
る 注 目 対 象 と 交 差 す る 場 合 は な い 。 し か し 、 複 数 の 断 面 は 、 注 目 対 象 全 体 を カ バ ー す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 注 目 対 象 が 完 全 に 超 音 波 ビ ー ム の ス キ ャ ニ ン グ 領 域 か ら 去 る 場 合 、 ユ ー ザ は 、 注 目 対 象
が 含 ま れ る 超 音 波 診 断 画 像 (I 1 、 I 2 )の 組 を 得 る た め に 取 得 手 続 を 繰 り 返 す こ と に な る と 考
え ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 の 別 の 変 形 例 に お い て は 、 測 定 手 段 １ １ は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 超
音 波 診 断 画 像 I 1 、 I 2 に お い て 検 出 さ れ た 縁 点 に 、 所 定 形 状 の 輪 郭 曲 線 を 適 合 さ せ る 適 合 手
段 を 有 す る 。 所 定 形 状 の 輪 郭 曲 線 は 、 検 索 さ れ た 注 目 対 象 に 関 す る 演 繹 的 な 知 識 に 基 づ き
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選 択 さ れ る 。 図 ５ Ａ 及 び 図 ５ Ｂ を 参 照 す れ ば 、 乳 癌 に 対 し て 、 楕 円 曲 線 が 選 択 さ れ る 。 第
１ の 楕 円 曲 線 ４ １ が 、 第 １ の 超 音 波 診 断 画 像 I 1 に お け る 注 目 対 象 の 輪 郭 に 適 合 さ れ 、 第 ２
の 楕 円 曲 線 ４ ２ が 、 第 ２ の 超 音 波 診 断 画 像 I 2 に お い て 対 応 す る 注 目 対 象 の 輪 郭 に 適 合 さ れ
る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 第 １ の 利 点 は 、 た と え 注 目 対 象 が 圧 縮 下 に お い て 移 動 し た と し て も 、 圧 縮 率 が よ り 正 確
に 推 定 さ れ る 点 で あ る 。 例 え ば 、 圧 縮 率 は 、 超 音 波 診 断 画 像 I 1 及 び I 2 に お け る プ ロ ー ブ の
下 の 異 な る 位 置 に あ っ て よ い 、 適 合 さ れ た 楕 円 に お け る 最 大 の 厚 さ の 比 と し て 計 算 さ れ る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 第 ２ の 利 点 は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 超 音 波 診 断 画 像 I 1 及 び I 2 そ れ ぞ れ に お け る 注 目 対 象 の 第
１ の 表 面 S 1 と 第 ２ の 表 面 S 2 と の 推 定 が 、 推 定 さ れ る こ と が で き 、 変 形 モ デ ル が 適 用 さ れ る
こ と が で き る 点 で あ る 。 従 っ て 、 斯 か る 表 面 推 定 は 、 圧 縮 率 を 計 算 す る こ と を 可 能 に す る
だ け で な く 、 注 目 対 象 の 弾 性 力 と い っ た 他 の 変 形 測 定 を 得 る こ と も 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に お い て 、 測 定 手 段 １ １ は 、 超 音 波 診 断 画 像 に お け る 所 定 形 状
の モ デ ル で 領 域 を 分 け る 分 割 手 段 を 有 す る 。 胸 部 の 超 音 波 診 断 画 像 の 特 定 の 用 途 に お い て
、 注 目 対 象 は 、 有 利 に は 、 図 ６ Ａ 及 び 図 ６ Ｂ に 示 さ れ る よ う に 、 明 る い 背 景 に お け る 暗 い
楕 円 形 状 と し て 検 索 さ れ る 。 例 え ば 、 一 般 化 ハ フ 変 換 に 基 づ く 分 割 技 術 は 、 そ の 画 像 に お
け る す べ て の 可 能 な 楕 円 を 検 出 す る こ と に な る 。 別 の 可 能 性 は 、 暗 い 領 域 を 表 す 画 像 の 強
度 の す べ て の 極 小 に お い て 、 領 域 拡 張 技 術 (region growing technique)を 適 用 し 、 楕 円 形
状 を 伴 う そ れ ら を 選 択 す る こ と で あ ろ う 。 第 ３ の 可 能 性 は 、 楕 円 形 状 を 支 持 す る (favorin
g)内 部 力 と 、 高 い グ ラ ジ エ ン ト 境 界 に 向 か っ て そ れ を 取 り 付 け る 外 部 力 と に 服 従 さ せ ら れ
る 動 作 中 の 輪 郭 (active contour)を デ ザ イ ン し 、 す べ て の 暗 い 領 域 の 境 界 に マ ッ チ す る よ
う 進 化 さ せ る こ と で あ ろ う 。 そ う し た 方 法 の い ず れ か 又 は 類 似 す る も の を 用 い て 、 複 数 の
楕 円 が 超 音 波 診 断 画 像 I 1 及 び I 2 に お い て 検 出 さ れ る こ と が で き る 。 有 利 に は 、 測 定 手 段 １
１ は 、 更 に 、 第 １ の 超 音 波 診 断 画 像 I 1 に お け る 第 １ の 分 割 形 状 Sh 1 、 Sh 2 、 Sh 3 又 は Sh 4 と 、
第 ２ の 超 音 波 診 断 画 像 に お け る 第 ２ の 分 割 形 状 Sh 1 ’ 、 Sh 2 ’ 、 Sh 3 ’ 又 は Sh 4 ’ と を 関 連 付
け る 関 連 付 け 手 段 を 有 す る 。 前 述 し た 関 連 付 け 手 段 は 主 に 、 演 繹 的 な 医 療 知 識 か ら 得 ら れ
る 局 所 化 (localisation)及 び 幾 何 学 的 な パ ラ メ タ と し て 表 現 さ れ る 条 件 セ ッ ト に 主 に 基 づ
く 。 こ の 条 件 セ ッ ト は 、 以 下 の 仮 定 を 含 む が 、 そ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い ：
－ 脂 肪 小 葉 は 、 背 が 高 い の で は な く 幅 が 広 い 。 従 っ て 、 第 １ 及 び 第 ２ の 分 割 形 状 (Sh 1 、 Sh

1 ’ )、 (Sh 2 、 Sh 2 ’ )、 (Sh 3 、 Sh 3 ’ )の 主 要 な 特 徴 (main dimension)は 水 平 で な け れ ば な ら
な い 。
－ 第 ２ の 分 割 形 状 Sh 1 ’ 、 Sh 2 ’ 、 Sh 3 ’ は 圧 縮 後 の 注 目 対 象 を 表 す 。 従 っ て 、 そ れ ら は 、
第 １ の 分 割 形 状 Sh 1 、 Sh 2 、 Sh 3 よ り も 一 層 平 坦 で な け れ ば な ら な い 。
－ 注 目 対 象 は 、 圧 縮 の 間 そ れ ほ ど 移 動 す る べ き で は な い 。 従 っ て 、 第 １ 及 び 第 ２ の 分 割 形
状 (Sh 1 、 Sh 1 ’ )、 (Sh 2 、 Sh 2 ’ )、 (Sh 3 、 Sh 3 ’ )の 位 置 は 、 互 い に 近 く あ る べ き で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 注 目 対 象 の 形 状 を 所 定 形 状 の モ デ ル で 近 似 す る こ と の 第 １ の 利 点 は 、 所 定 形 状 の モ デ ル
の 幾 何 学 的 な パ ラ メ タ が 良 く 知 ら れ て い る 点 で あ る 。 従 っ て 、 そ れ ら は 、 第 １ 及 び 第 ２ の
超 音 波 診 断 画 像 (I 1 、 I 2 )に お い て 最 も 適 切 な 第 １ 及 び 第 ２ の 高 さ (h 1 、 h 1 ’ )を 選 択 す る の
に 使 用 さ れ る こ と が で き る 。 例 え ば 、 第 １ の 高 さ h 1 は 、 第 １ の 分 割 楕 円 Sh 1 の 最 大 の 厚 さ
で あ り 、 第 ２ の 高 さ h 1 ’ は 、 第 ２ の 分 割 楕 円 Sh 1 ’ の 最 大 の 厚 さ で あ る 。 従 っ て 、 圧 縮 率
の 推 定 は 、 圧 縮 に よ る 注 目 対 象 の い ず れ の 変 位 に 対 し て も 一 層 堅 牢 な も の に な る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 の 第 ２ の 利 点 は 、 超 音 波 診 断 画 像 に お け る 多 数 の 注 目 対 象 に 関
し て 一 層 堅 牢 に な る 点 で あ る 。 実 際 の と こ ろ 、 注 目 対 象 の い く つ か が 第 １ 及 び 第 ２ の 超 音
波 診 断 画 像 に お い て 近 い 場 合 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に よ る 検 出 手 段 は 、 い く つ か エ ラ
ー を 起 こ す 可 能 性 が あ る 。 な ぜ な ら 、 断 面 が い く つ か の 注 目 対 象 に 属 す る 縁 を 含 む こ と に

10

20

30

40

50

(8) JP 2007-518508 A 2007.7.12



な る か ら で あ る 。 一 方 で 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に よ る 検 出 手 段 は 、 異 な る 注 目 対 象 間
を 区 別 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 の 第 ３ の 利 点 は 、 対 象 の 圧 縮 に 関 し て 、 他 の 測 定 、 例 え ば 、 弾
力 性 の 測 定 を 行 う こ と を 可 能 に す る 点 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に お い て 、 圧 縮 手 段 は 、 胸 部 の 注 目 対 象 の 領 域 に 連 続 的 な プ レ
ス を 加 え る よ う 意 図 さ れ る 。 図 ７ を 参 照 す れ ば 、 新 た な 第 ２ の 超 音 波 診 断 画 像 I 3 、 I 4 が 新
し い プ レ ス に 対 し て そ れ ぞ れ 得 ら れ 、 第 ２ の 高 さ h 3 、 h 4 の 測 定 が 、 そ の 新 た な 第 ２ の 超 音
波 診 断 画 像 に お い て 行 わ れ る 。 本 発 明 に よ る シ ス テ ム は 、 更 に 、 第 ２ の 高 さ h 2 、 h 3 及 び h 4
を 平 均 化 す る 圧 縮 平 均 化 手 段 を 有 す る 。 第 ２ の 平 均 高 さ h 2 3 4 a が 得 ら れ 、 そ れ は 、 圧 縮 率
を 計 算 す る の に 使 用 さ れ る 。 平 均 は 、 注 目 領 域 に 対 し て ユ ー ザ に よ り 手 動 で 加 え ら れ る 連
続 的 な プ レ ス が 平 均 化 さ れ る こ と で あ る 。 こ れ は 、 あ る 時 間 か ら 別 の 時 間 ま で の 手 動 圧 縮
に 加 え ら れ る 強 度 の 変 動 を 補 償 す る 。 従 っ て 、 圧 縮 率 の 値 の 比 較 が よ り 確 実 な も の に さ れ
る 。 圧 縮 の 連 続 か ら 圧 縮 率 を 計 算 す る の に 必 要 な 時 間 は 増 加 す る が 、 こ れ は 、 本 発 明 に よ
る シ ス テ ム に よ り も た ら さ れ る タ イ ム ゲ イ ン に よ っ て 受 け 入 れ 可 能 に さ れ る こ と に 留 意 さ
れ た い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 ８ を 参 照 す れ ば 、 本 発 明 は 、 注 目 対 象 の 圧 縮 率 を 側 定 す る 超 音 波 画 像 化 方 法 に も 関 連
し 、 そ の 方 法 は ：
－ 超 音 波 プ ロ ー ブ １ に よ り ス キ ャ ン さ れ る 患 者 の 体 の 領 域 に 位 置 す る 注 目 対 象 ７ １ の 第 １
の 超 音 波 診 断 画 像 I 1 を 取 得 す る ス テ ッ プ ７ ０ と 、
－ 上 記 注 目 対 象 を 圧 縮 す る ス テ ッ プ ７ ２ と 、
－ 上 記 注 目 対 象 の 圧 縮 の 間 に 第 ２ の 超 音 波 診 断 画 像 I 2 を 取 得 す る ス テ ッ プ ７ ３ と 、
－ 上 記 第 １ の 超 音 波 診 断 画 像 I 1 に お け る 上 記 注 目 対 象 の 第 １ の 高 さ h 1 と 、 上 記 第 ２ の 超 音
波 診 断 画 像 I 2 に お け る 上 記 注 目 対 象 の 第 ２ の 高 さ h 2 と を 測 定 す る ス テ ッ プ と 、
－ 上 記 第 １ 及 び 第 ２ の 高 さ (h 1 、 h 2 )か ら 、 上 記 注 目 対 象 の 圧 縮 率 CRを 計 算 す る ス テ ッ プ ７
４ と を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 本 書 に お け る 図 面 及 び そ の 説 明 は 、 本 発 明 を 説 明 す る も の で あ り 、 限 定 す る も の で は な
い 。 添 付 さ れ た 請 求 項 の 範 囲 に 含 ま れ る 、 多 く の 変 形 例 が 存 在 す る こ と は 明 ら か で あ ろ う
。 こ の 点 に お い て 、 以 下 の 結 び の 言 葉 が な さ れ る ： ハ ー ド ウ ェ ア 若 し く は ソ フ ト ウ ェ ア 、
又 は そ の 両 者 の ア イ テ ム を 用 い て 、 機 能 を 実 現 す る 多 く の 方 法 が 存 在 す る 。 こ の 点 に お い
て 、 図 面 は ま さ に 図 表 で し か な く 、 そ れ ぞ れ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 の 一 つ の 可 能 性 を 示 す
に す ぎ な い 。 従 っ て 、 図 面 は 、 異 な る ブ ロ ッ ク と し て 異 な る 機 能 を 示 す け れ ど も 、 こ れ は
、 ハ ー ド ウ ェ ア 又 は ソ フ ト ウ ェ ア の 単 一 の ア イ テ ム が い く つ か の 機 能 を 実 行 す る こ と を 決
し て 排 除 す る も の で は な い し 、 単 一 の 機 能 が ハ ー ド ウ ェ ア 若 し く は ソ フ ト ウ ェ ア 、 又 は そ
の 両 者 の ア イ テ ム の 集 積 に よ り 実 行 さ れ る こ と を 決 し て 排 除 す る も の で も な い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 請 求 項 に お け る い か な る 参 照 符 号 も 請 求 項 を 限 定 す る も の と し て 解 釈 さ れ る べ き で は な
い 。 単 語 「 to comprise(有 す る )」 及 び そ の 活 用 形 は 、 請 求 項 に 記 載 さ れ て い る 構 成 要 素
又 は ス テ ッ プ 以 外 の 構 成 要 素 又 は ス テ ッ プ の 存 在 を 排 除 す る も の で は な い 。 構 成 要 素 又 は
ス テ ッ プ に 先 行 す る 冠 詞 「 a」 又 は 「 an」 は 、 斯 か る 構 成 要 素 又 は ス テ ッ プ の 存 在 が 複 数
で あ る こ と を 排 除 す る も の で は な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
【 図 １ Ａ 】 線 維 腺 腫 、 脂 肪 小 葉 及 び 癌 を 有 す る 超 音 波 診 断 画 像 の 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ Ｂ 】 線 維 腺 腫 、 脂 肪 小 葉 及 び 癌 を 有 す る 超 音 波 診 断 画 像 の 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ Ｃ 】 線 維 腺 腫 、 脂 肪 小 葉 及 び 癌 を 有 す る 超 音 波 診 断 画 像 の 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に よ る 超 音 波 画 像 化 シ ス テ ム の 概 略 図 で あ る 。
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【 図 ３ Ａ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に よ る シ ス テ ム に よ り 、 注 目 対 象 に お け る 第 １ 及 び 第
２ の 高 さ が ど の よ う に 測 定 さ れ る か を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ３ Ｂ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に よ る シ ス テ ム に よ り 、 注 目 対 象 に お け る 第 １ 及 び 第
２ の 高 さ が ど の よ う に 測 定 さ れ る か を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ３ Ｃ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に よ る シ ス テ ム に よ り 、 注 目 対 象 に お け る 第 １ 及 び 第
２ の 高 さ が ど の よ う に 測 定 さ れ る か を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ３ Ｄ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に よ る シ ス テ ム に よ り 、 注 目 対 象 に お け る 第 １ 及 び 第
２ の 高 さ が ど の よ う に 測 定 さ れ る か を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ４ Ａ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 基 づ き 、 注 目 対 象 の 第 １ 及 び 第 ２ の 高 さ を 測 定 及 び
平 均 化 す る た め の い く つ か の 断 面 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ４ Ｂ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 基 づ き 、 注 目 対 象 の 第 １ 及 び 第 ２ の 高 さ を 測 定 及 び
平 均 化 す る た め の い く つ か の 断 面 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ４ Ｃ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 基 づ き 、 注 目 対 象 の 第 １ 及 び 第 ２ の 高 さ を 測 定 及 び
平 均 化 す る た め の い く つ か の 断 面 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ４ Ｄ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 基 づ き 、 注 目 対 象 の 第 １ 及 び 第 ２ の 高 さ を 測 定 及 び
平 均 化 す る た め の い く つ か の 断 面 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ５ Ａ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 基 づ き 、 注 目 対 象 の 輪 郭 の 楕 円 曲 線 に よ る 近 似 を 示
す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ５ Ｂ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 基 づ き 、 注 目 対 象 の 輪 郭 の 楕 円 曲 線 に よ る 近 似 を 示
す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ６ Ａ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 基 づ き 、 第 １ 及 び 第 ２ の 超 音 波 診 断 画 像 に お い て 所
定 形 状 の モ デ ル で 注 目 対 象 を 分 け る 様 子 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ６ Ｂ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 基 づ き 、 第 １ 及 び 第 ２ の 超 音 波 診 断 画 像 に お い て 所
定 形 状 の モ デ ル で 注 目 対 象 を 分 け る 様 子 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に 基 づ き 、 注 目 対 象 の 連 続 的 な 圧 縮 を 示 す 概 略 図 で あ る
。
【 図 ８ 】 本 発 明 に よ る 方 法 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
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【 図 １ Ａ 】

【 図 １ Ｂ 】

【 図 １ Ｃ 】

【 図 ２ 】 【 図 ３ Ａ 】
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【 図 ３ Ｂ 】 【 図 ３ Ｃ 】

【 図 ３ Ｄ 】 【 図 ４ Ａ 】
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【 図 ４ Ｂ 】 【 図 ４ Ｃ 】

【 図 ４ Ｄ 】

【 図 ５ Ａ 】 【 図 ５ Ｂ 】
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【 図 ６ Ａ 】 【 図 ６ Ｂ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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